


































                                                  
1 本稿は，パスカル研究会第 151 回例会における発表「フランスにおける『アウグスチヌス』
の再版と『頻繁なる聖体拝領について』の出版」の「第二部」（後半部分）を基にしている．
前半は既に以下の論考として発表した．野呂康「サン−シランの残像 ― 論争における操作
と，その展開」国際センター, 岡山大学教育開発センター, 岡山大学言語教育センター, 岡
山大学キャリア開発センター『大学教育研究』（大学紀要），No.10，2014, pp.1-14. 
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2 1649 年以降の 5 命題論争と，その渦中における出版允許をめぐる闘争については，以下の
拙論を参照されたい．野呂康「フランス近世出版統制史の記述について ― その用語と定
義」（「ジャンセニスムと出版允許(1)」），武蔵大学『人文学会雑誌』，第 38 巻第 2 号，2006，
63(156)-85(178)；同「フランス近世出版統制と文芸の成立 ― 文芸を創る国王秘書官」（「ジ





『AZUR』，第 9 号，2008, pp.55-74． 
3 複数の論争が絡み合い，その中からサン−シランの表象を賭けた論争が焦点化されてくる歴
史的文脈に関しては，註 1 に記した拙論で詳述した． 
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 1644 年 2 月の監査 
 エチエンヌ事件の終結 
 1643 年，ヴィトレとクラモワジの新たな対立 
次稿の内容 
 1640 年代のジャンセニスム論争：見取り図 
 『頻繁なる聖体拝領について』をめぐる論争 
















                                                  
4 「1640 年代の出版業界とジャンセニスム論争（その二）」として，岡山大学『ヨーロッパ
言語文化研究』第 35 号に掲載を予定している． 
5 Henri-Jean Martin, Livre, pouvoirs et société à Paris au XVIIe siècle, Genève, Droz, 1999 (la 
première édition en 1969), 2 vol, pp. 343-344. 以下においてこの文献は，HJM.と省略して引用
する． 
6 Id., p.419. 
7 Antoine Estienne(1594-1674) : Antoine Vitré(?1600-1674). 
8 エチエンヌの生涯に関しては，主にアンリ−ジャン・マルタンの前掲書およびミショーの記
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 ントワヌは 1612 年にパリへ上京し，カトリックに改宗する．以来，彼はデュペロン枢機卿の
庇護を受け，聖職者会議で執達吏の職を得る．1613 年には修業期間を経ることなく，植字工
の作業所を開設した．貴顕との関係が伺えよう．ところがその後，アントワヌは破産の危機




























                                                                                                                                                      
述に負う(HJM., pp.334-335 ; la Biographie de Michaud). 
9 ヴィトレに関しては，主に以下の文献を参照した． Henri-Jean Martin, « Renouvellements et 
concurrences » in l'Histoire de l'édition française, p.383（以下では HEF.と略す） ; HJM., p.375 ; la 
Biographie de Michaud ; Jean de La Caille, Histoire de l'imprimerie et de la librairie où l'on voit son 
origine et son progrés, jusqu'en 1689. Divisée en deux livres, Paris, Jean de La Caille, 1689, 
pp.241-242（以下では La Caille と略す）. 
10 「慣用会」(Compagnie des usages)とは宗教書の出版に関して，王権から独占権を付与さ
れた書籍商・印刷業者の団体である．ローマカトリックの「慣用」に則った書籍を出版する
会として結成された．前掲拙論「フランス近世出版統制史の記述について」，pp.161(80)-160(81)． 
11 HJM., p.375. 但し，HEF.では 1633 年とされている(p.383). 
















の数にも詳細な規定があった．1632 年から 1637 年にかけて組合では新たに 23 人の親方を受
け入れたが，常々その増加は問題視されていた14．1638 年，書籍商コトゥローが組合長の任
期を終え，新たな組合長を選出する段になり，既得権を有した大書籍商とその他の書籍商の
















                                                                                                                                                      
13 HJM., p.455. 
14 HJM., pp.555-556. 
15 「1638 年以来状況は悪化の一途をたどり，一触即発の事態にまでいたる．新組合長選出の
年である 1638 年以降，1639 年に王権が選出方法を変更したこともあり〔1639 年 6 月 21 日〕，
組合において大書籍商と店舗を持たない書籍商の間で対立があったため，フロンド期には危





16 Jacques Quesnel ; Jean Guillemot ; Claude Calleville ; Thomas de Neuville 
17 HJM., p.556. 










 1643 年 10 月 2 日，国務会議の決定でクラモワジ，ヴィトレ，ブレズの三名が共同の組合
長に指名される．さらに同月 24 日の決定で，4 人目のソンニウス22と 4 人の補佐が任命され
た．組合長に選出された 4 人は総てセギエの庇護を受けた書籍商である．王権は事態を収拾
するのに，改めて寡占体制の強化に乗り出したといわれる．2310 月 2 日の決定に続き，新組
合長は規則遵守のため，パリの全印刷所の監査を命じられ，印刷に際した大法官の許可状取
得を監視するよう求められた．またパリの全書籍商・印刷業者に，印刷中の書籍，印刷の状
態，労働場所の申告が義務づけられた．翌 1644 年 2 月末には，実際に組合長が印刷所を巡回
することになる．24 
 




                                                  
18 Edme Martin 
19 歴史家マルタンはエチエンヌの敵が作成した文書に参照をうながしている(HJM., p.557)．
Factum pour faire voir l'insolence de Jeanne Leclerc contre Antoine Estienne son mari. V. aussi 
Mémoire contre Estienne qui veut estre syndic（筆者未見）. 
20 HJM., p.558. 
211644 年の監査訪問時に，エノー(Jean Hénault)の印刷所はヴィトレによる執拗な取り調べを
受けた．ケネルにもエチエンヌ側につく独自の理由があったという(HJM., p.558)． 
22 Claude Sonnius 
23 HJM., p.558. 
24 巡回記録の抜粋が，以下の文献に掲載されている．Lepreux, « Une enquête sur l'imprimerie de 
Paris en 1644 » dans Le Bibliographe moderne, 1910. V. HJM., p.78. 
25 HJM., pp.561-562. 
26 Requeste, proces verbaux et advertissemens faits a la diligence de Monsieur le recteur, et par 
l'ordre de l'Université, pour faire condamner une doctrine pernicieuse & préjudiciable à la Société 
humaine, & particulierement à la vie des Rois. Enseignée au collège de Clairmont, detenu par les 
Jésuites à Paris, Imprimez par le mandement de monsieur le recteur de l'Université, chez Julian 
Jacquin, Imprimeur à Paris. M. DC. XLIV(BNF, 8-H-20440). 
27 Godefroy Hermant (1617-1690) 
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28 HJM., p.562. ジャカンは 1644 年 4 月 6 日に釈放された． 
29 G. Lepreux, p.20. ブレゾ(Gilles Blaisot)は 1610 年から 1659 年まで営業していた書籍商・印
刷業者である．  
30 アリオ(Gervais Alliot)は 1621 年に書籍商となり，世紀半ばには大書籍商の仲間入りを果た
す(HJM., p.350, n.88 ; La Caille, pp.253-254)．  
31 Augustinus Pauperum なる同名の書だが同定はできない．ヴィトレは同題を挙げつつ，「聖
アウグスチヌスの二巻本」としている． 
32 カルヴィルはフロラン・コンリウスが 1625 年に執筆した書を，1641 年に出版している．
ところで，カルヴィルがアウグスチヌスの書を印刷した形跡はない．ヴィトレは 1643 年に以
下のアウグスチヌス関連の書を出版している．Sanctus Augustinus per seipsum docens catholicos 
et vincens pelagianos, Parisiis, apud Ant.Vitré, 1643. in-4 et in-16 （本文にて後述）. 
BJB2218(Léopold Willart, Bibliotheca Janseniana Belgica, Bibliothèque de la Faculté de philosophie 
et lettres de Namur et J.Vrin, 1949. 以下では BJB と略す). 
33 HJM., p.563. 
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 1640 年 11 月 27 日の組合の会合を欠席し，代わりに本人が用意した覚書が読み上げられた．折











 王権による特権付与政策は何も目新しいものではない．しかしセギエが 1641 年 3 月 3 日に






















                                                  
34 HJM., p.571. 
35 以下も参照のこと．HJM., p.453. 
36 HJM., pp.571-572. 
37 HJM., p.572. 
38 Id., , p.572. 
野呂　康






に，高等法院に訴えさせる．同年 6 月 18 日，エチエンヌは書籍組合の規定違反を犯したすべ
ての書籍商に召還を命じる決定を引き出す．マルタンはここに「大法官への直接の攻撃」を見




























                                                  
39 HJM., pp.572-573. 
40 HEF., p.376. 
41 Raulin Thierry ; Eustache Foucault 
42 HJM., pp.456-457. 
43 クラモワジの拒否は，出版業界における宗教書の採算割れと凋落の徴候でもありうる． 








 1640 年代の出版業界の配置図 
図 1（1643 年 10 月以前） 
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図２（1643 年頃） 
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ヴィトレ      クラモワジ 
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